
モバカルネット機能追加（2018 年１０月） 

平成 30 年 10 月 31 日 

■機能追加 

１．在宅予定から準備カルテを一括作成できるようにしました 

２．職種別文書に診療レポート３，４を追加しました 

３．収納管理の代行業者にシャープファイルナンスを追加しました 

４．診療セット、院外処方セット、行為セット、カスタムウィザード、カスタム医事文書を 

エクスポート、インポートできるようにしました 

５．提携先クリニックに対する掲示板の表示・非表示が設定できるようになりました 

 

■軽微な修正 

１．FD 版オーダリングから検査セットを追加した場合、所見欄に事前に登録した文言を追記する 

ようにしました。 

２．リハビリテーション計画書の文言の誤りを修正しました 

３．在宅予定月表示で指定しないユーザのアイコンが出ないようにしました 

４．看護記録編集時バイタルのみで保存できるようにしました 

５．FD 版でオーダリングから検査セット登録時数量が０と表記される問題を修正しました 

６．マッサージ同意書で発病日を「頃」と表示できるようにしました 

７．職種別文書で一括選択した場合、100 件までしか一括で選択できない問題を修正しました  



１． 在宅予定から準備カルテを一括作成できるようにしました 

在宅予定で医師名横の をクリックし【準備カルテ作成】を押すと、準備カルテが作成されます。 

 

 

※ 時間未定の患者について 

準備カルテを作成するかしないか選択できます。（時間：   ）の欄に入力をしない場合は開始時間 00：00 のカルテ

が作成されます。 

 

 

※ 準備カルテを作成し直す 

誤って作成した準備カルテを削除して頂いたら、在宅予定画面で患者名の前のアイコンをクリックし予定変更画面を 

開きます。ステータスが「準備済」になっているので「未訪問」に変更します。再度準備カルテを作成してください。 

 

準備済のままだと準備カルテが 

作成されません。 

定期訪問：カルテの診療タイプが

【定期訪問】になります。 

在宅予定に従う：在宅予定に入れ

た訪問タイプがカルテの診療タイ

プに反映されます。 



２． 職種別文書に診療レポート 3、４を追加しました 

 

 

３． 収納管理の代行業者にシャープファイナンスを追加しました 

 

 

 

 

 

 



４． 診療セット、院外処方セット、行為セット、カスタムウィザード、カスタム医事文書を  

エクスポート、インポートできるようにしました 

 

提携先クリニック等で同じ入力セットを使用する場合に、登録のお手間を省くことが出来る機能です。 

※ 抽出したセットデータ等を他ソフトでカスタマイズ・編集し、インポートする機能ではありません。 

 

【エクスポート】 

チェックを付けたものを.data データで出力します。 

 

画面左下にダウンロードしたファイル名が表示されます。 

△をクリックし、「フォルダを開く」→ 

ダウンロード先ファイルから該当ファイルを「切り取り」→

任意のフォルダに「貼り付け」で保存・管理をしてください。 

       

       



【インポート】 

インポートをクリックし、出力した.dataファイルを選択します。 

読み込ませたデータは一番下に表示されます。（優先順位も引き継がれるため、設定していた場合は 

同じ優先順位のものの一番下に表示されます） 

 

 

※ 他セットの.dateファイルを読み込ませることは出来ません。 

（ex.入力支援セットでエクスポートしたものを、算定セットにインポートする・・・など） 

 

 

 

 

① 検査（eGFR やアレルギー項目、特定薬剤の薬剤名など） 

・5-4 カスタム検査項目の設定はインポート先に引き継がれないため、再度紐づけ作業を行う必要が 

あります。（※１） 

・行為コードは、かならず９桁の同じ番号で 5-1 行為コードに登録をしてください。 

インポート先ですでにその番号を使用している場合は、インポート後に行為コードで作成された項目をセット

から外してください。別の番号で行為コードを作成して頂き、外した行為コード項目をセットに登録し直して

ください。 

 

② 検査以外（自費・在宅材料など） 

・行為コードは、かならず９桁の同じ番号で 5-1 行為コードに登録をしてください。インポート先ですでに

その番号を使用している場合は、インポート後に行為コードで作成された項目をセットから外してください。

別の番号で行為コードを作成後、外した行為コード項目をセットに登録し直してください。 

       

       

☝ 行為コードで作成した項目を含むセットをインポートする場合は、以下の点にご注意ください。 



※１ カスタム検査項目の設定方法（検査会社がファルコバイオシステムズ社の場合、この作業は不要です） 

設定＞5-4 カスタム検査項目 

 

行為名 行為コードで登録した行為名 

検査項目 検査会社の定める検査名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力するとプルダウンで候補が 

出るので選択します 



５． 提携先クリニックに対する掲示板の表示・非表示が設定できるようになりました 

 

設定＞10-1 掲示板管理で掲示板の閲覧設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提携先の証明書で自クリニックにログインした人が、 

どの掲示板を閲覧できるかが設定できます。 

チェックをつけると閲覧可能になります。 

       

掲示板名をクリック 

       



■軽微な修正 

１． FD 版オーダリングから検査セットを追加した場合、所見欄に事前に登録した文言を 

追記するようにしました 

 

設定＞2-2 入力支援セットの【所見】に入れた内容が、オーダリングでその検査セットを使用した際に 

所見内容が反映されるようになりました。 

 

 

            

カルテ作成画面で 

入力支援セットを選択 



 

 

 

２.リハビリテーション計画書の文言の誤りを修正しました 

医事文書作成画面の誤字修正を行いました。 

 

 

３. 在宅予定月表示で指定しないユーザのアイコンが出ないようにしました 

ユーザー管理でスケジュールグループにチェックを付けると、訪問していない医師も在宅予定月に 

アイコンが表示されてしまう点を修正しました。 

 

 

４. 看護記録編集時バイタルのみで保存できるようにしました 

 

５. FD 版でオーダリングから検査セット登録時数量が０と表記される問題を修正しました 

 

６. マッサージ同意書で発病日を「頃」と表示できるようにしました 

       

入力した所見内容が所見欄に

反映される 

       



 

 

７．職種別文書で一括選択した場合、100 件までしか一括で選択できない問題を修正しました 

       


